
日 曜日 16 水

1 火 昆虫館出前授業・諸費袋配布 17 木 えいごで遊ぼう

2 水 諸費集金 18 金 げんき集会

3 木 19 土

4 金 七夕会 20 日

5 土 21 月 海の日

6 日 22 火 サマーパーティ（1年生来園）

7 月 蓮取り行事（5歳児見学） 23 水 誕生会

8 火 24 木

9 水 身体計測 25 金

10 木 おはなし会 26 土

11 金 人権を確かめあうつどい 27 日

12 土 28 月

13 日 29 火 避難訓練

14 月 30 水

15 火 31 木

梅雨はまだ続いていますが、ジリジリと太陽が照りつける日もあり、本格的な夏はすぐそこまで来ている

ようです。

子どもたちが楽しみにしていた、水遊びが始まりました。

「きょうは、ぷーるはいれる？」「はやく、はいりたいなあ。」という声も聞こえてきます。 プールが

始まると「つめたい！」「でも、きもちいい。」とみんな本当に嬉しそうです。

最初は水にドキドキする子もいましたが、少しずつ慣れてきて、それぞれに遊びを楽しむ姿が見られるよ

うになってきました。

水遊び、泥遊び、スライムや小麦粉粘土などの感触遊びなど、この季節にしか味わえないことを、心と

体いっぱいに感じながら楽しんでいきたいと思います。

７月の行事予定

令和7年6月30日（月）

天満保育所

＜７月のねらい＞

◎夏の保健衛生に十分気をつけ、健康で快適に過ごせるようにする。

（0，1，2歳児）

○保育士や友達と一緒に水に触れ、夏の遊びを楽しむ。 →①健康な心と体 ④道徳性・規範意識の芽生え

（3，4，5歳児）

○水や泥の感触を味わいながら、夏の遊びを十分に楽しみ、友達との関わりを深める。

→③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑥思考力の芽生え ⑨言葉による伝え合い

○夏の自然事象や動植物に触れ、興味や関心をもつ。

→⑥思考力の芽生え ⑦自然との関わり・生命尊重 ⑨言葉による伝え合い

7月の園だより

先日、3，4，5歳の子どもたちが、お米を植えるための土作り

（土ふみ）をしました。

隣の田んぼから土をいただき、きりん、らいおん組さんが

バケツに入れて運んでくれました。

そして、土ふみがスタート！！そっとタライの中に足を入れ

ると、何とも言えない表情を見せる子もいました。ヌルッと

した今まで味わったことのない感触に驚いたようです。

足をあげようとしても、泥に足をとられてしまい、なかなか

抜けません！「たおれそう。」と言いながらも、友達と肩を支

え合って頑張って土ふみをしていました。

らいおん組さんは、砂場で作った泥は「フワフワしてた。」

田んぼの泥は「ヌルヌルでドロドロしてる。」と泥の感触の違

いに気付いていました。

⑤社会生活との関わり ⑥思考力の芽生え

地域の方に協力していただき、今年もバケツで米作りをしま

す。自分達が食べているお米が、どのように育っていくのかを

間近で見て、いろいろなことを感じ取っていってくれると思い

ます。

☆ お知らせ・お願い ☆

○7月1日（火） 橿原市昆虫館より 蝶たろうさんが来園されます。

子どもたちが大好きな、チョウチョについていろいろ教えて

いただきます。（3，4，5歳）

○7月4日（金） たなばた会があります。

子どもたちが作った飾りや短冊を、玄関に飾ります。

送迎時に子どもたちと一緒に見て帰ってくださいね。

○7月7日（月） 奥田の蓮取り行事

室町時代から続いており、奈良県の無形民俗文化財にも指定され

ている伝統行事です。らいおん組さんが地域の方々にお呼びを

うけ、見学に行きます。

○7月22日（火） サマーパーティについて

1年生（昨年卒園したらいおん組さん）が、遊びに来てくれます。

☆水遊び、プール遊びに楽しく参加するために☆

☆「早寝早起き」「朝ごはんを食べる」「排便を済ませる」「手足の爪を

切る」「耳あかをとる」など、体調を整えましょう。

☆体調が悪い時は無理をせずに、体を休めるようにしましょう。

体調で気になることがあれば、担任にお知らせくださいね。

☆登所前にご家庭で検温及びカードの記入を忘れないようにお願いします。

（0，1，2歳児）

にこにこタイムで、異年齢の友達と一緒に「バスに

のって」のふれあい遊びをしました。

少しずつ年上の友達と関わることにも慣れてきたよ

うで、膝の上に乗せてもらい♪バスにのってゆられて

る ゴーゴー♪とリズムに合わせて体を揺らしたり手を

あげたりして、楽しさを体いっぱいで表現していました。

まだふれあうことに慣れていない子は、保育士が一緒

にすることで安心して参加することが出来ています。

これからも一人一人の様子に合わせて、異年齢の

友達と関われる遊びを取り入れ、いろいろな人と関わ

る心地よさや楽しさを感じられるようにしていきたいと

思います。

◎幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿と、3つの視点から◎


